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コ
.
ル
ホ
ーX.
に
加
入
し
た
こ.
と
に
な
る
の.
で.
あ
る
。

こ
の
ょ
ぅ
な
急
速
な
協
同
化
の
進
展
の
で
、
又
入
民
民
主
主
義
経
済
に
；お 

.

け
る
私
的
小
土
地
所
有
と
小i

の
難
合
う
再
生
産
構
造
が
農
業
理
論
に
新
し 

い
問
題
を
提
供
し
て
い
る
現
在
、

：「

中
国
農
村
に
お.
け
る
社
会
主
義
の
：高
ま
り

」 

(

人
民
出.
版
社.

ー
九
1£.
六
年)

.の^
趴
が「

申
1 1

の
村
つ
く
り—

農
1

同 

組
合
の
発
展
宅
択
東
編
と
，し

.
て
こ
，の
程
公
け
に
さ
れ
た
。
.こ
れ
は
前
記 

窗
物
中
に
収
録
せ
ら
れ
た
論
文
、
資
料
四
四
篇
中
特
に
重
要
i

わ
れ
る
三
一I,  

一
篇
を
掲
載
し
た
本
の
.
で
あ
る
。
，
そ
れ
で
本
書
を
ひ
き
つ
つ
中
国
に
お
.け
る
農
業 

坐
産
協
同
組
合
の
問
題
点
を
整
理
し
て
み
た
•
い
と
考
え
る。
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臨
時
性
の
互
助
耝
独
立
し
た
小
経
営
が
互
：い
に
労
働
力
、
役
畜
、
農 

:

具
を
裨
や
知
ぅ
組
織
で、

'

 

主
要
な
作
業
を
行
ぅ
時
期
だ
け
組
.
を
つ
く
.り
終 

.

.

る
と
解
散
：す
る
。

，一
般
に
小
規
模
で
.三
戸
乃
至
五
戸
位
が
一
組
を
編
成
す

,

■

n

 

•全
年
性
の
互
助
組

3

夂
比
べ
て
規
模
が
：大
き
く
、

.

発
：展
し
た
も
の
。

,
春
耕
除
草
、
収
犍
な
ど
舍
年
に
わ
，た
る
主
要
労
働
を
す
.ベ
て

 
一'
つ
の
組
で
，

•

行

ぅ

。

冬

季

の

副

業

も

，
組

.
で

#

ぅ
こ

'

 

と
も
ぁ
る
。
労
働
計
算
制
度
や
労
働 

,

:

決
済
制
度
を
っ
く
り
生
鹿
計
陬
- 4

た
て
る
。.

：分
業
も
行
い
あ
る

a

度
の
共

(

注
2
'

)

.

「

農
業
座
座
協
同
組
：合
は
勤
労
：農
民
，の
集
団
的
.

な
経
済
組
織
で
ぁ
'

り
、
 

.•
■
-
:

農
斑
が
自
発
的
な
意
：志
と
相
互
の
利
益
を
は
か
る
原
剣
に
' %

と
^

い
：て
1_
_

1~組

'

 

書

評

.
及

び

：紹

介
.
.
.
'
:

合
員
ぱ.

土
地
と
労
働
、力
を
出
資
し
、
集
园
的
に
耕
作
し
、
集
団
的
に
避
営
し
、
 

生
鹿
物
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
la

八
口
員
が
出
資
し
た
土
地
の
而
溃
と
労
働
力
と 

'

に.

ょ
っ
て
統一

的
に
分
配
ざ
れ
る」

。
そ

の

自

的

は「
坐
摩
手
段
に
た
い
す 

.

る
個
人
的
な
：所
有
制
度
を
.し
だ
い
に_

労
大

I

に
ょ
る
集
団
的
な
所
有
制
庇 

へ
に
が
^

石.A
T

と
‘
も
^

^

爪
蘇
模
0
:

生
産
を
1 ;

だ
い
に
大
規
模
め
.機
械
化
生
鹿 

.

に
；か
え
、
農
業
を
高
度
に
発
展
さ
せ
て
す
ベ
，て
.の
農
尻
を

I

に
ゆ
た
.か
に 

,

:

し
、
社
会
め
日
ま
し
：に.
■
た

か

ま
.
-P
'

て
ゆ
.く
農
産
物
へ
の
•霞
を
充
分
み
た
す 

:

.

こ
'
と
に
ぁ
る
,-C

「

農
業
生
康
協
同
粗
合
模
範
觉
款」

第 

一s
o
.

.-

ィ
'「

.

俾
い
段
階
の
粗
合
は
半
社
会
：主
義
的
な.

性
質
を
，も
ち」

、「

部
分
的
で
は 

.

あ
る
が
す
で
に.

共
有
財
産
を

/

々
っ
て.

い
る」

：
け
れ
ど
も
、「

組
合
員
が
組 

..
'

■.

.

合
に
提
供
^

て
統
—-
-
的
に
使
っ
て
い
る
土
地
や
そ
以
他
め
生
產
手
段
に
た 

■  

'

い
' 1.

て
'

は
紅
る
— •

定
の
期
間
組
合
員
の
：所
有
拖
を
保
留
す
る
と
と
も
に
、

.

.

.

組
合
真
に
そ
れ
相
当
め
報
酬
を
与
え
る」

。

,

ロ

「

高
，い
段
階
の
組
合
は
完
全
に
社
会
主
義
的
な
性
質
を
も
つ
。

こ
の
組 

合
で
.

は
組
合
員
.

の
土
地
と
.

組
合
.
.の
必
-

要
.

と
す
る
：そ
の
他
の
.生
糜
手
段
は
す 

.
Y

て
組
合
の
共
有
に
さ
れ
る」

：f

し
か
し
.

組
合
員
の
.所
有
す
る
生
活
資
料 

'.
r
'
i

と
、

す
'

こ
：し
.

の
野
菜
畑
；
立
：木
；：
家
禽
、
：家
畜
、
小
型
の
農
具
、
，家
靡
副 

業
に
必
+
要
な
器
具
な
ど
を
共
有
に
：き
り
：か
.

え
る
.

こ
と
■

は
し
な
.
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前
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袋

款.」

：
第.
馨

9

'.
'
''「

あ

ち

ゆ

る

地

主

め

出

地

碧

権
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止

し

交

第

ー

ー

条

/

^

^

九

七

(

八
：六
五
.

)
：

■'.

有
财
靡
- %

蓄
稹
し
そ
：い
る
。

第 一 表 中国における農業生産協同組合の難展状況

注 1950—1955年は国家統計局「国民経済統計提要」（1956年 6 月刊）による。い 
ずれもその年度の秋の数字である。
1956年 1 月一5 月は童大林「農業協同化大雜展の基礎」（人民出版社1956年 9 月 
刊）に よ り針算し、 6 月は周遠来「第二次五力年計画にかんする提案についての 
報告」，11月は「人民日報」1957年 2 月2 日号による。毛沢東編、小川•野間訳「中 
国の村つくり一 ■農業協同組合の発展一 ~ 398頁。

度 \

互助協同 
組織加入

農家戸k
互 助 組  

加入農家 
戸 数

農 業 生 産 協 同 組 合 加 入 農 家 戸 数 .

加入農家 

総 戸 数

初’級 協 同 組 合 高 級 協 同 組 合
単位

実数(1000戸) 爵家恩戸数1C 
対す2钧，'

1950 10.7 妫 10.7?& 0.0锊 (187 戸） 0.0 (32 戸) 0.0
1951 20.0 20.0 0.0 … . . »” ... •”
1952 40.0 B9.9 0.1 57 0.1 • 2 0.0
1953 39.5 39.3 0.2 273 0.2 2 0.0
1954 60.3 58.3 2.0 2,285 2.0 12 0.0

' 1955秋 64.9 50.7 14.2 16,881 14.2 40 0.0
〃年末 ....… 63.0 70.300 62.6 4/700 0.4

1956.1月 … ••• 80.3 59:030 49.6 36,520 30,7
2 月 • • • . . … 87.0 43,160 36.0 61,030 51.0
3 月 • ■ •. 88.9 40,860 34.0 65,820 54.9
4 月 … ••• 90.B 88,610 、32.1 69,840 58.2
5 月 … … 91.2 35,410 29.B 74,720 61.9
6 月 … 91.7 35,124 29.1 75,558 62.6
11月 … 96.1 10,630 13.1 100,845 83.0
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一
九
五
五
年
六
月.の
統
計
に
よ
る
と
、
中
国
全
土
で
ー
六
.
九
0
方
戸
の
農
家 

が
約
六
五
万
の
農
業
生
産
協
同
組
合
を
つ
く
っ
て
い
た

.

.

が
、
そ
：の
加
入
農
家
は 

総
農
家
戸
数
の
約
十
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
五
五
年
秋
よ
り
五
六
年 

春
に
か
け
て
金
中
国
の
農
村
に
はi

の
社
会
主
義
的
改
造
た
る
協
同
化
運
動 

.
が
ー
段
と
力
を
増
し
、
第
一
表
中
国
に
お
け
る
農
業
生
産
協
同
組
合
の
進
展
状 

況
に
明
か
な
如
く
、
五
六
年
十
一
月
に
.
は
加
入
農
家
が
九
六•.
一：
 
％
を
占
め
る
：に 

.
至
る
。
表
に
み
ぇ
る
よ
ぅ
に
苏
五
年
秋
ま
で
の
協
同
化
の
第

.
一'段
階
た
る

互
助 

■組
、
5:
助
協
同
組
織
加
入
農
家
が
第
一

i

段
階
た
る.
初
敬
農
業
生
産
協
同
組
合

i

 

移
行
し.
た
こ
と
、
更
に
五
六
年
一爿.

よ
り

®

組
合
か
ら
新
し
い
次
の
段

(

注 
2P〕  

I

■階
即
ち
高
靈
同
組
合
に
大
巾
の
移
行
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
協
同
化
運
動
の 

'ニ
つ
の
大
き
な：

^

と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
ぅ
。
従
っ
て
五
..六
年
十
一
月
の
数
宇 

に
よ
れ
ば
中
国.
に

お

け

る
総
農
家
戸
数
の
八
ー
ー
ー
％

た

る

一

億

八

四

万

五

千

戸

が



.

生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
傲
務
を
廃
棄
し
卜
ハ
第
四
条
^

弋
耕
者
有
其
田
卜
系 

:
の
土
他
制
度
を
実
施
し
た

「

中
国
土
地
法
大
綱」

-:(

--
=
九
四
乇
^

ら
、「
農
民
的
土
地
所
瘍
度
を
実
施
し
て
農
村
の
：生
産
力
を
解
放
し
、

農
業 

生
鹿
专
発
展
::

^
せ

:̂
托
に
よ.
っ
て
渐
塞
エ
業
化-
の
道.
を.
ひ
ら
く」〈

第1

条〕 

と
な
す
、

「

中
華
人
民
齡
国
土
地
改
革
法'-
へ
：

「

九
五
〇
架
六
月1
¥
日)

公
布 

:

に

至

る

土

地

改

苹

は

：
、

：

「
農

村

人|:
!

の
 
一Q
%足

，； 0

ず.
を

占

め

る

に

す

ぎ

な

，
い 

(

地
生
及
び
富
農
が
土
地
の
：ほ
ぼ
七
〇
％
乃
至
八
0
%
を
|̂
:
:し

て.
い
た
,-
従
来 

の.
農
村
溝
造
を
徹
底
的
に
変
苹
し
た
。

「

あ
ら
ゆ
る
地
主
の
土
地
及
び
公
有
他 

,

は
郷
村
農
民
組
合
を
通
じ
て
丨
：
男
女
老
幼
に
関
係
な
く
統

T

的
に
か
つ
平
等 

、

に
分
配
さ
れ
る」 (

大
綱
第
六
条)

。——
貧
農
に
も
農
霧
働
者
に
も
、
は
た 

:
ま
た
地
主
と
そ
の
家
族
：に
も'(

第
十
秦)

.

f
。
し
か
し
な
が
ら「

土
地
改
革

は
封
-i

的

な

私

歡

參

ゲ€

い

家

ぞ

| :
阶

迄

有
財
産
を
廃
止
し
た
の
で
は
な

i
。

土
地
改
革
後
に
新
富
農
が
ぅ
ま
れ
る
こ
と 

ほ
社
会
経
済
発
展
の
必
然
的
な
法
則
で
あ
る

」
(「

東
北
の
：農
業
生
産
に
た
い
ず 

名
®
本
的
な
総
括
お
よ
ガ
明
年
の
生
産
任
務
に
っ
い
て
の
決
定」
一
九
四
-A
.年 

.
十
二
月)

ふ
言
わ
れ
、.
五
0
年
の.「

中

華

人

民

共

和

国

土

地

改

苹

法

1-
が

更

に 

進

ん

で「

富
農
の
‘土
地

及

び

其

他

の

，
財

産

.
は
.
原

則

と

し

て

そ

の

ま

ま

富

農

の

手
 

'に
0
こ
す」

S
六
$

と
い
ぅ
明
ら
か
に
富
農
経
済
の
擦
存
：を
規
定
し
た
こ 

と
は
、
大
綱
第
十一

条

の.「

分
配
さ
れ
た
土
地
の
自
由
な
経
営
、
，売
買
お
よ
び 

特
定
の
条
件
の
下
に
お
け
る
賃
貸
の■

の
承
認」

と
対
芯
し
て
、
そ
の
ま
ま 

.

で
は
直
接
生
産
者
に
よ
る
自
甶
な
農
民
的■土
地
所
有
の
出
現
が
、
新
た
に
富
農 

と
い
う「

農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
搾
取
関
係

」

の
形
成
を
必
然
的
に
招
来

,

九
八
:(

八
六
六

)
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..
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.

.

す

る

現

実

を

な

照

明

办

卞
_

浮
ぴ
1:上
ら

し

た

：；.の

で

あ

っ
た
。

た
し
が
に 

f

富
農
経
済
保
存J

政
簾
ば
/「

土
地
改
§

動
に
お
い
て
は
地
主
を
全
ズ
孤
立 

さ

せ

、
：
.
.
土

地

改

某

後

に

ば

農

業

生

産

の

回

復

と

発

展

に

全

農

民

の

努

力

を

集

中
 

さ
せ
鼓
舞
ず
る
ぅ
え.で
有

力

な

作

用

を

果

し

た

」
： (「

•
中
国
経
済
年
報」

11
一i  

;

七
頁)

■が
、
農
業
政
策
の
基
本
は

「

比
較
的
優
秀
な
生
産
用
具
と
流
動
資
金
と 

を
も
ち
、
自
分
自
身%:
^
.̂

に
参
加
し
て
は
い
る
が
、
恒
常
的
に
搾
取
に
依
 ̂

し
、
そ
れ
を
生
活
の

4

部
ま
た
は
大
部
分
の
源
泉
と
し
て
い
る
ハ
华
間
収
入
の 

十
五
％
以
上)」

；：

(「

農
村
に
お
け.
る
階
敬
#
成
要
素
の.
区
分
に
つ
い
て
の
決
定

」 

.

.
一
九
五
◦.年
八
月)

* >•

広
汎
に
残
存
し
.て
い
る
商
品
経
済
と
対
応
す
る
商 

人
資
本
と
結
合
し
、
農
産
物
、

.
畜
産
物
、
役
脔
其
の
他
の
買
い
だ
め
や
投
機
的
販 

売.
を

行

い

っ

ぃ

っ

土

地

を

購

入

し

て

®
!2

耕
地
を
拡
大
し
、
新
し
く
常
傭
労
働
者 

を
傭
い
い
れ
る
富
裕
中
農
を
放
任
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

.(「

れ
れ
わ
れ
の
現 

在
の
政
策
は
甯
農
経
済
の
存
続
、途
展
を
ゆ
る
し
て
は
'い
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て 

富
農
経
済
の
発
展
の
道
に
そ
っ
て
あ
ゆ
む
こ
と
を
希
望
し
て

.
は
い
な
い」

鄧
子 

恢

「

中
南
区.
の
活
動
狀
況
お.
よ
：び
今
後
の
活
動
と
方
針

」
V

九
五
一
年
十
一 

月)

。'-
す
な
わ
ち
、
商
品
経
済
に
お
け
る
小
释
営
の
両
極
分
解
を
逋
じ
た
か
歡 

に
よ
る
生
産
力
の
楽
展' (

こ
れ
は
ま
さ
し
く
資
本
主
義
的
な
途
で
あ
る

)

か.
 

望
す
る
の
で
は
な
く
、
互
助
協
同
組
織
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ

T .
大
規
模
生
産 

の
集
団
的
農
業.
へ
移
行
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ェ
業
と
農
業
の
発
展
の
あ
い
、だ
の 

不
均
衡
と
い
う
矛
盾
を
次
第
に
克
服
し
て
農
業
を
社
会
主
義
的
に
改
造
す
る
途 

を
こ
そ
中
国
は
展
望
し
て
ぃ
る
.
の
で
ぁ
る
。'

一
一
、
小
農
民
経
営
揚
棄
の
資
本
主
義
的
な
道
と

社
会

.

主
義
的
な
道

.

—

'

農
業

'

に
お
け
る
協
同
化
連
動
の
意
義-

し
か
し
な
が
ら
、

 

「

ハ

小

響

が}
繁
栄
し
、
そ
の
全
精
力
私
発
拇
す
る
の
は
.

労
働
者
が
自
分
自
身
の
.使
用
す
る
労
働
条
件
の

------------

-
農

民

な

'ら

ば

彼

が

耕

転

す

る
畑
の
1

自
由
な
私
有
者
たる
場
合
の
み
で
あ
る」 .
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
主 

要
な
生
産
手
段
た
る
土
地
を
所
有
し
、
し
か
も
高
利
貸
、
農
産
物
の
販
売
，や
生 

産
手
段
の
賭
入
な
ど
を
も
ふ
く
め
た
あ
.
b'
ゆ
る
封
建
的
規
制
か
ら
脱
却
し
て
商 

品
経
济
に
対
決
す
る
中
国
の
土
地
改
革
後
の
農
民
の
前
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
吣

な 

Ri
吸
分
降
の
道
が
閉
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
事

実

「

農
業
生
産 

ぬ
対
0
1戦
争
前
の
水
準.
に
達
し
、
.
生
活
は
改
蕾
さ
れ
、
労
働
互
助紙
、水
組
織
さ.

.

 

ル
て
嚴
作
を
か
ち
と
つ.
た」

.
け
れ
ど
も
.

「

農
村
に
お
け
る
階
級
分
化
を
制
止
す 

る
こ
と
は
で
き
ず
、
富
農
や
投
機
商
人
の
金
儲
け
の
道
ば
熱
病
の
ょ
う
に
ひ
ろ
：

.

が
り」

他
方
多
数
の
農
民
0 :

経
済̂

|

!

ば
悪
く
な
り
、.

ー'

九
五
三
.年
の
統
計
に 

ょ
れ
ば
、

r

赃
宿
郷
で
は
土
地
を
売
却
し
た
も
の
ー
ー
ー
九
芎

.

.

：
％
利
の
金
を
借
り
：
 

た
も
の
五
七
ヲ
で
、
ニ
戸
の
貧
農
が
麗
嚴
に
脱
落
し
た」

S

上
毛
沢
東
徽
小 

i s
'

盤
明

•
#

問
淸
訳「

中
国
の
村
つ
く
り

I

農
業
協
同
組
合
の
発
展

I

」 

ーー：
<

頁
>

 

の
で
あ
？
た
。
：
こ
の「

小
農
経
辟
證
：の.

ニ
づ
の
道
、
す
な
わ
ち

«

 

民
れ
う
ぢ
の
ー
：

.

部
0 :

も
の
が
し
だ
い.

に
富
農
化
し
、‘

：
大
多
数
の
勤
労
農
民
は
.し 

•

こ
，
い
に
裝
落
し
！

^

化
す
る
道
と
、
協
同
化
を
え
て
し
、た
い
に
社
会
主
義
的
集 

因
農
槳
に
す
ず
キ
七
べ
て
の
響
農
民
が
富
裕

.

に
な
る
道
1 _

'

(

前
掲
書

'

六.

掛

評

.
及
び
.紹
.
介
：

六
頁
訳
注
一)

と
か
、.「

社
会
主
義
と
資
本
主
義
の.

ニ
つ
の
道
の
緊」

(

前
掲 

書
九
四
茛)

と
か
ゆ
ば
れ
る̂̂

こ
そ
、.

農
業
協
同
化
の
過
程
の
..基
本
的

な

点 

.

な
の
で
あ
る
。

:

す
な
わ̂

.

改
軍
前
の
富
農
は
余
り
大
き
な
勢
力
を
持
ち
え
な
い
が(

戸
数 

も
僅
が

' ；
规
撕
表
參
照

}
:「

富_

4 *
'

農
お
ょ
び
比
較
的
富
裕.

な

中

農

の

.力
は
か 

な
り
強
大
で
あ
っ
て
、
農
村
人
ロ
の
一.

ー
〇
丨
；：

|

ー〇
％
を
し
め
て
い
る
。
中
国
に 

お
け
る1

一
つ.

.

の
道
の
闘
爭
の
重
要
な.

.

一：

つ
の
面
は
貧
農
お
ょ
び
下
層
中
農
、
富 

浴
中
農
と
の
：平
和
的
な
競

#

を
通
じ
て
あ
ら
わ
れ
て.

い
る」

(

前
掲
畨
九
四
頁>

 

の
で
あ
り
、
こ
'.

の
：対

策

ゆ

毛

沢

東

の

.r

農
業
協
同
化
の
問
題
に
つ
い
て」

ハ一' 

九
五
五
年
.七
月
三
：十
ー
：日
報
吿「

人
民
中
国
1_-
ー
べ
ル
五
五
年
十
ー
ー
月
号
四
頁

)

、 

T

中
国
の
農
村
に

"

お'

け
る
社
会
主
義.

の
高
ま
り」

序

文(

一
丸
翌
年
士
一
月 

二
十
七
日)

ハ「

人
民
中
国」

一
九
五
六
年
四
月
号.

四
頁)

の
基
調
と
も
な
っ
て 

ぃ
る

。

.

商
品
経
済
に
対
決
す
る
広
讽
な
中
国
の

「

小
農
民
，藝£

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

「

土
地
そ
の
他

の
生
産
手
段
の
分
散
を
内
蔵
し
生
産
手
段
の
集
中
を
排
條
す
る
の

1

同
様
に
、
 

、同
じ
生
廣
過
程
の
内
部
に
お
け
る
協
業
や
分
業
ノ
自
然
に
た
い
す
る
社
会
的
な 

茭
配
や
調
整

1

、
社
会
的
牛
1 -.

諸
カ
の
自
由
な
発
展
を
も
排
除
す
る」

.(「

资
本 

論」

K

'
•

マ.

ル
ク.

ス
着
長
谷
部
文
雄
訳
背
木
文
扉
第
一
卷
第
四
分
冊
八
〇1

1  

8
 
I

が
階
敗
分
解
を
通
じ
て
で
な
く
大
規
模
農
業
に
い
，か
に
し
そ
移
行
し 

ぅ_

石
か
ナ.「

み
ず
が
ら

»

い
て
え
，た

.

: ..

い
わ
ば
個
々
独
立
の
：労
働
個
人
と
彼
の 

穷

^

^

件
と
め
響
ー
に
も
と
づ

-<
;
;\

敌

的

票」
(

前
：掲
書

<

〇
ニ

3

が 

:,い
：：

か
に
しv

 f

他
^
,̂
t
か
し
形
式
的
に.

は
自
由
な

-
.

i
.
の
榨
取
に
も
と

.

九

九

(

八
六
七.)



づ
く
資
赢
的
所
有
に
よ.
っ.
て
駆
逐
さ
れ」

(

同
頁>

:

ず

に

新

し

い

’
集

団

的

人
 

民
的
所
有
に
移
行
し
う
る
の
か？.

:

:

-
.
.
.

.

「

農
業
協
同
化
の.
問
谓
に
つ
，い
て.
'の
货
議」

(T

九
五
五
年
十:'
)!1.
日)

.
は
、

「

土
地
問
題」
が
解
決
し
た
新1
い
革
命
，の
段
階
に
お
け
る
農
民
問
題
た
る
農
業 

.協
同
化

(
=

農
村
に
お
け
る
资
本
主
義
的
要
素
と
.
の
対
決)

に

つ

い

：
て

^

の

よ 

う
に
い
？
て
い
る
。.
す
な
わ
ち
農
民
の
階
層
的

相
違
に
よ
っ
て
協
同化

.

に
対
す 

.

る
熱
意
が
相
違
す
る
と
い
う
現
実
に
立
ち
、
貧
農
と
|0
中
農
下
層
及
び1兀
貧
農 

で
あ.
っ
た
新
中
濃
下
層
を
軸
に

「
互
助
組」

.
を
組
織
し
、「

単
独
蔭
呂
の
方
式 

を
も
と
と
し
た
、
分
散
し
た
土
地
の
耕
作11_

に
対
し
て「

協
同
労
働
と
集
団
経
，
 

.
営
が
如
何
に
す
ぐ
れ
て
い
る
か

J
「

労
働
力
を
合
理
的.に
組
徽
し
、
.共
同
で
大 

農
具
を
使
用
し
て
労
働
生
産
性
を
高
め
、
土
地
の
活
用
、
開
懇
、
作
付
種
目
其
他 

を
計
画
的
に
行
い
、
.
大
々
的
に
灌
漑
排
水
施
設
を
.
整
備
し
、
技
術
的
改
革
を
実
. 

瑰
L
て
ゆ
く
こ
と
が
い
，か

に

農

業

生

産

力

を

急

速

に

発

展

さ

せ

る

か

」

_

を

現 

実
，に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、''「

あ
な
た
た
ち
は
先
に
行
き
な
さ
い
。

わ
た
し
た 

ち
は
も
う
し
ば
ら
く
み
て
い

V
.

か
ら
に
し
ま
し
よ
う

」

と
い
う
中
農
•富
裕
中
農 

を
説
得
す
る
こ
と
。

「

決
し
て
中
農
の
襲
を
犯
し
て
は
な
ら
.
な
い
L_
し
、「

寡 

裕
黑
の
資
本
主
義
的
傾
向
に
た
、い
し
.
て

行

政

的

な

強

制

手

段

を

と

る

い

'-
:
と

な 

.
く」

、
^
^
坐
産
協
同
組
合
に
対
し
て
優
秀
な
大
農
具
や
役
畜
-
灌
溉
設
備
な 

ど

を

す

る

彼

ら

に

対

し

て

、
或
い
は
土
地
を
共
同
耕
作
に
提
供
す
る
一
般 

農
民
に
た
い
し
て
相
疮
：の
公
芷
な
報
醐
を
組
合
の
年
度
収
益
の
中
か
ら
支
払
う 

こ

と(

額

は-
定
款」

第
十
八
条
笫i.r

十
一
条
に
よ.K?).

°
こ

，の

よ

う

な

方

法
 

で
小
規
模
な.
瓦
助
組
が
合
体
し
て1

農
業
生
産
協
同
組
合
に
成
長
し
.
、
組
合：

•

 

- 

0

0
 

.

(

八
.六
八.)

.

.

.

•

 

•

 

.

 

ノ
 

.
：

.

.

 

.

員
の
私
有
財
産
た
る
土
地
、
役
畜
、
農
具
其
の
他
が
私
有
、
共
同
利
用
の
形
に 

切
♦
か
：
え

ら

れ

、
：，
や

が

て

一

定

め

期

間

を

経

過

し

、

.
協

同

組

合

そ

れ

自

体

の
 

発
展
に
従
っ
て
私
有
共
用
丨>組
合
共
有
、.：
共

同

利

用

に

移

行

す

る

.
。， 0

こ
の
場 

合
役
畜
農
具
は
；
'組
合
が
實.
い
と
り
、
'
土
地
に
つ
い
て
杜
す
で
に
支
給
し
て

.
い 

尤
報a
が
補
償
を.
十
分.
に
行
，
.
-?
:
'た
と
思
わ
れ
る
.時
期
に
停
止
さ
れ
共
有
と
な 

.
る
。"そ
.の
期
間
は
そ
の
地
方
の
事
情
によ
る
？
但
し_

給

用

の
rf
c

M
は
双̂

 

.
の
東
ま
の
：こ
す

)

。
：ぺ
文
組
合
か
ら
脱
退
す
る
農
民
は
出
資
し
た
土
地

•

農
具
等 

す
べ
て
の
生
産
手
段
と
出
資
金
.
を
'
も

っ

て

出

る

こ

と

が

で
き
5 -(

以

上

淀
 

款)

。

ン

.  

：

•

.

か
く
し
て
協
同
化
蓮
動
は「

小
農
経
済
が
農
民
の
夫
国
で
は
な
く
資
本
主
義 

'
が
そ
こ.
か
ら
発
展
し
て
ゆ
く
温
床
で
あ
る」

こ
と
を
知
ら
ず
、「

土
地
を
手
に 

入
れ
た
こ
と.

に
満
足
し
て
ニ
つ
の
道
の
あ
い
，た
，の
十
字
路
を
さ
ま
よ
っ
て
い 

る」

農

民

(

前
掲f

決

議

の

説

明

陣

伯

達

)

を
組
織
し
て
階
級
分
解
に 

よ
る
貧
農
べ
の
転
落(

投
機
商
人
に
よ
る
流
^
過
程
の
被
収
奪
を
も
ふ
く
め
て〉 

を
防
ぎ
、
：
か
ち
と.

っ
た
土
地
を
守
り
つ
.つ
農
業
の
社
会
主
義
的
改
造
を
行
<っ
 

た
。「

鶴
の
现
は
は
た
^

て
天
ま
で
飛
べ
な
い
か
し
ハ
ー
九
五
五
-年
十
一
月
ニ
日 

「

河
南
日
報」

T

中
国
の
村
つ.

く
り」

九
七
l
l

 
o

八
頁)

.
は
こ
の
問
題
に
直
接 

答
え
た
資
料
■
の
一
っ
で
あ
り
、：'-
':
'五
.五
年
の
下
半
期
以
後
い
か
に
中
国
の
階
級
的 

.

な.
力
の
対
比.
が
根
本
：

g

に
^ -

化
し
、'.
富

農
.'
•地

主

の

バ

ッ

ク

ァ

ッ

プ

す

る

富

裕
 

中
農
上
昇
の「

資
本
主
義
的
な
道」

に
、
互
助
協
同
化
の「

過
渡
期
に
お
け
る 

社
会
主
着
改
造」

:.
'.

の

爱

：打
ち
勝
：っ
わ
か
、「

数
千
年
来
の
真
理」

を
.み
ご
と

‘に
く
つ.

が.

え
し
て
、.「

鶏
の
■羽
が
今
や.

ま.

.

い
あ
が
/り
つ
つ
あ
る」

こ
と
を
明
ら

、•
咖
に
し
て
い
る.0
• 

•
、

.
三
、
農

業

生

産

協

同

組

合i
そ
の
発
展

'「

資
本
制
社
会
体
制
に
お
け
る
小
生
産"
単
純
商
品
生
産
者
に
よ
マ
て
組
織'
 

せ
ら
れ
る
協
同
紙
合
は
あ
く
ま
で̂
^
通

過

程

に

位

置

し

つ

，
つ
、

こ

の

^

^

商
 

品
生
産
者
の
階
級
分
解
に
対
し
て
ニ
.
つ
の
作
用
を
も
つ」

0

一
 
つ
は
主
上
し
て'
 

「

大
規
模
鋒
成
の
有
利
性
の
享
受
の
機
会
を
与
え
る
故
に
M
ム
ロ
員
中
の
#

裕

な 

部
分
の
資
本
制
商
品
生
産
へ
の
推
展
を
促
進
オ
る

」

、
他

ば
-1
小
生
産
者
が
発
達■

.

せ
る
資
本
主
義
と
の
直
接
的1

に
よ
っ
て
生
ず
る
急
激
な
プ
ロ
：レ
タ
リ
ナ
化 

を
あ
る
程
度
ま
で
喰
い
と
め
る

」
(

井
上
晴
，「

日
本
協
同
組
合
論1__
5
.ー
 
頁)

。 

こ
れ
に
対
し
て
過
歡
期
社
会
主
義
体
制
に
お
け
る
協
同
組

.
合

は「

農
業
o ,.
領
域. 

に
広
汎
に
残
存
す
る
小
生
産
を
也
会
主
義
的
生
産
に
移
行
せ
1
め
る
有
カ
な
芽
：

.
段
と
し
て
立.
ち
現
如
ル
る.f  

(

前
掲
書
五"
a

頁r
r

流
通
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独
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と
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蓋
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生
産
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協
同
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最
大
の
障
害
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っ
た
土
地
所
有

」
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所
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.

：
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融
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産
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機
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產
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模
坐
産
へ
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。
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に
1;
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協
同
組
合
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経
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集
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変
化
を
う
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、
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佐
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生
産
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す
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あ
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.
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農
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す
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す
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中
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蜂
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く
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事
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ら
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労
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,
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と
い
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現
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比
較
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遍
的
で
あ
り
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農
業
生
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平.で」

.
労
働
日
の
計
算
の
基
準
も
は
っ
き
り
し
な
い
た
め

.
，「

労

働

報

酬

.が

中

農

組

合

員
 

.
:■
:
と
費
農
組
合
員
の
あ
い
だ
に
大
き
な
差
が
.
あ
ッ.
た
り」

’(

一
八
七
頁)

し
た
。 

.
指,

も

「

協
同
組
合
が
計
鞞
通
り
生
産
を
行
い
、
労
働
力
を
合
理
的
組
織
的 

に
使
用.
す
る
：た
め
に
必
要
な
数
字
を
い
か
に
し
て
把
握
す
る
か
全
く
素
人
で
あ 

.

り」
(

一
.五O

頁)

、.「

千
手
観
音
の
手
が
て
ん
で
：に

ひ

？
ば
る
が
、

い
っ
た
い 

, •

ど
：？
ち
を
む
い
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

」
(

三
四
八
頁)

と
V

有
様
で
あ 

.

っ
た
。
し.
か
し
、
た
と
え
上
層
中
農
が
組
合
茄
人
.
の
拆
、
役
畜
を
売
り
払
っ
て 

:

来

る

陸「

対
立
的
な
気
持」

を
持
っ
て
お
り
、
朱
だ.に
#<

し

な

い

単

独

響 

農
家
が
散
在01

七
八
見
漱
計)

し
て
い
よ
う
と
も
、
前
掲
第
一
表
の
如
く
五 

;

:

.
六
年
十
ー
：月
に
吹
総
農
家
の
九0
%
以
上
^

紙
合
に
加
入
せ
し
め
た
も
の
は 

.

「

全
‘組
合
で
一1ーー‘ー
戸.
ー.
^
ー.
0
ム.
’(

十
五.
町
四
瓦
ー
献)

と

三

戚

の

.驢

馬

し

力

V

4
0
一
 

C

八

六

九

)



*
ア
ジ
ア
史

講

座5

田
村
実
造»
羽
田.
明

監

修.

凝
済
新
報
社)

A
5 

二
三
〇
頁
三
六
〇

B

(

岩
崎
書
席

)

、

，
*
銀
行
論
板
倉
董
ー
著

.
A

5 

ニ
六
七
頁 

*

中
国
史.
の
時
代
区
分'
 

鈴.
木

俊

•
西
島
定
生
 

四
三
〇
02
 

(

東
洋
経
済
新
報
社〕

I

三
七
三
頁
四
八

0
丹
.(

東

京

大

学

出

版*

日
本
金
融.
資

本

論

古.
賀
英
正
著..
A
5 
二
八

和

三

士 
一
年
六
月
刊 
V 

会)

.

：

• 
:

ノ」

バ

：へ
:

:
.
,

*

封
建
領
主
制
の
確
立
社
会
経
済
史
学
会
編

；’.
.

‘，*
準
備
预
金
制
度.
新
庄
傅.
塩
野
谷
九
十
九'.
吉 

理
-*
|.

学

説

史

.

.
径
済
思
息
 

<
5
三
ニ 
◦
頁
四
苯
①丹

‘
ハ
有
斐
閣)

ー
野
俊
彦.
柿

沼

幸

ー

郎

著<
5 

ニ

五

◦

頁
*

日
本
経
済
史
下
中
村
吉
治
著

a

5
h,
a.

'

四
五
0
円
.(

東
洋
経
済
新
報
社)

*

経
済
学
原
理
土
方
成
美

^
A

5
三
三.
五

頁

.一

頁
/
七

へ

〇

眄

(

日.
本
評
論
穿
8 '

四

八

〇

円(

青
木
書
院)

V. 

: 

*

革
命
前
夜
の
フ
ラ
ン
ス
農
民
ル
ツ
チ
ス
キ

1
箸

：

商

エ

業.
経.
営

-
会
計 

、

*

経

済

進

歩

の

理

論C}
*
E
”
エ.

T
X
箸
，一
泉
遠
藤
輝
明
訳

.f

.:
:

一
三
ニ
頁
二
四

0
円

：

.

知
永.
訳

A
，

s

l
頁
：：..
六
CJO.
PJ(

文

雜

(

未
来
社

)

'

■

*
協
同
組
合
の
組
織
と
経
営
協
同
組
合
研
究
会 

き 

.

.

:.
編
人

5 

ニ.
九
四
頁
三

.
五
0
PJ(

御
茶
の
水

*
現
代
フ
.
ラ
ソ
ス
：経

済

学
A
保.
田
明
光
著.
B
6 

統

、計

：.

学

'

'

'

し

書

房

〕

.

1:

八
八
頁
三
〇
〇
円

(

東
洋
経
済
新
報
社)

,

;,
'

,

十

''

',
:.;

へ

：.

. .
:
、

経
営
経
済
学
原
：理
1
E

•グ
ー
デ
ン
ベ
ル
ク 

*

精
選
経
济
学
追
間
直
治
即
著

A
5:
l.

一
四
九：

*

統
計
学
へ
水
谷r

雄
•
後

尾

哲

也

著
A
5 

.一一
 

著
溝
ロ
ー
雄

..
高

田

馨

訳
<

5
四j

八
頁 

、
貢

：、
三.
五
05:
'.(

中
央_

社〕

：
，

.'
:
1_
1五
#

三

八

〇

円(

新
元
社> 

:
:

.''

A
oo

Bo

f 
倉
書
房)

：

.

*
宙
典
経
済
学
研.
究

上

：
：内
田
義
彦
_
. 
A
5 

一.
：V

; :.
.

 

:
*
経

営

共

同

体

の

原

服

高

甶

馨

著A
5
一
一
三 

:
兰.
'11}1頁

庚

0.
3:;
'.(

未
来
社)  

：

";
:
財

政
•
金.
職.
•
保

険

ゾV
'

. 

/

,

:
〇

頁」

四
五
〇
.̂

(

森
山
書
店〕

• 

.
•:.

'

.
: 

:
:

-*

経
営
学
の
体
系
お
ょ
び
内
包
.
日
本
経
常
学
会
編

歴

，：：,:::::.

史

？
^

.

*
昭
和
財
政
史-■
そ

：
大
蔵
嘗
昭
和
財
政&

集
室
' 

入

::
5:
,
三.
マ
三
：實
|.;
¥
 

(

同
文
館)

.

. 

- 

A
5
:
 
- 

O-

A

K
.
 

^
0 

.

.

■

経
済
学
関
係
文
献

 si  
録

.

.

.'
:
 

'

.

.

. .
lG
ll
r (

八
：七一

)

第二表.主要農鹿物高歴年比較

\ . m
\  r .

食 糧 作 物 m ■ 花：.、

粜 数
戦争前最高 
生産高にた 
いする指教

m 数 ,
戦争前最高 
生糜高にた 
いする指教

年
1949

(千トン)
108,095 78.0

(千ドン) 
444 52.3

1952 154,394 U1.4 1,304 153.6

1953 156,901 113.2 lil75 138.4

1954 160,438 115.7 : 1.065 125.4

1955 174,812 126.1 1,518 178.8

「中国午鑑」 1957 277頁。

第三表中国農民の瞵質カ変化状況 ,

項目 

年 次 ヽ \
_ 年

. ' . . し '

1952年 _ 年

■ 1 r IBIII1 1 -i ■

I9544fi

.農..民の' 商品 
瞒 買 額  
農民一人当り 
商 品 購 賛 額  
農民の購買力指 
数 （佥国平均）

: 僚元
107.8

• '• . -

傲元 
154.2
....'元
31.1

100

僚元 
：189.7

V 元
87̂ 5

i23

僚元 
220.8
..ィ:' .元

42.8

148

「中茵琴料月報」第:9 9号 44胃。

第 四 表 1邪4〜55年にわける全国瞒販協同組合の 

新式農-具供給状況

覆年度
季 度 別 へ \

1954年
1955 年

実 m..
前年同期に 
対する％

- — . . . ■  ' ■ ' . 台 %
第 一 季 度 、 48,254 124,740; 258

第 ニ 季 度 125,953 258,650 205

第 三 季 度 111,193 229,574 206

第 四 季 度 92,249 445,077 488

合 計 377,649 1,058,041 271

〔注〕 曾凌

「中国資料月報」第 9 9号 48頁。
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す
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を
中
国
農
民
の
購
買
力
の
変
化
、
農
機
具
購
入
状
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と
激
比
せ
ら
れ
た
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上
の
よ
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な
農
業
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村
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農
村
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金
融
の
全
面
か
ら
社
会
主
義

.

的
改
造
の
役
割
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.
い
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